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研究成果の概要（和文）： 

 本研究では、自立生活が困難になりつつある高齢者が子ども世帯と同近居することを求めて

転居する「呼び寄せ」が生じる要因を検討した。１）「呼び寄せ」による転出が多いといわれる

地域における 5 年間の追跡調査研究、２）同地域の住民と同地域から「呼び寄せ」により転出

した元住民へのインタビュー調査を行った結果、同居子の有無や別居子との関係性、地域環境

要因および転出先の住宅入手可能性との関連が示唆された。 

 
 
研究成果の概要（英文）： 

 Using a five-year follow-up survey and an interview survey, this study examined factors 

related to the ‘kinship move’ of elderly citizens who seek care from their children. The 

results suggested that elderly citizens consider factors such as their children living 

together/separately, attributes of the neighborhood, and availability of housing near their 

children important when determining their choice of residence. 
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１．研究開始当初の背景 

 自立生活が困難になりつつある高齢者

が都市部の子ども世帯のところへ同近居す

る現象（以下、高齢者を「呼び寄せ老人」、

その現象を「呼び寄せ介護」とする）が 1990

年代後半から一般雑誌記事等マスコミを中
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心に報告されている。転居後の家庭や地域へ

の適応困難から孤独感や、閉じこもり、身体

機能や認知機能への悪影響が指摘されてい

る。大都市での人口移動調査から、子との同

近居を志向した転居が約半数との報告があ

り 1、「呼び寄せ老人」は少なくないことが予

想される。 

しかし、高齢者と家族が在宅ケアにおいて

他の形態ではなく、「呼び寄せ介護」を選択

する要因やそのニーズに関する学術研究は

少ない。また高齢者と迎え入れ家族への体系

的な支援方法は、知る限り開発されていない。 

報告者らは、大都市郊外における高齢転居

者の抑うつ度が在住高齢者と比較して高く、

社会的孤立傾向にあることを明らかにした 2。

この知見をもとに情報提供とネットワーク

づくりを目的としたプログラムを開発し、介

入研究を行った結果、社会的支援受領量の向

上、孤独感の軽減、主観的幸福感の向上への

効果を確認している 3。 

ただし、報告者らの研究では、特にリスク

が高いことが予想される「呼び寄せ老人」特

有のニーズ把握には至っていない。また、開

発した支援プログラムは、比較的自立度の高

い高齢転居者への効果は認めたが、「呼び寄

せ老人」に多い虚弱高齢者のニーズに合致し

ない可能性もある。さらに、家族の支援力が

高齢者の予後に重要な影響力を持つ可能性

を考慮すると、家族に対するニーズ把握や支

援も重要と考えられる。 

 

２．研究の目的 

本プロジェクトの目的は、以下の３点であ

った。１）高齢者と家族が「呼び寄せ介護」

を選択する要因および選択までのプロセス

を把握すること、２）「呼び寄せ介護」を選

択した高齢者および家族のニーズを明らか

にすること、３）これらの結果を踏まえ、高

齢者や家族への支援プログラムを考案する

ことであった。 

 
３．研究の方法 

１）文献検討 

 「呼び寄せ」の背景要因、および「呼び寄

せ」後の生活ニーズに関する先行研究を整理

した。「呼び寄せ」のキーワードを用い、和

文献については、CiNii、医中誌、DiaL で、

英文献については、‘kinship move’‘second 

move’というキーワードで Web of Science、

Pubmed を用いて検索を行った。さらに収集文

献を引用した論文も活用した。 

２）A 市における追跡調査 

(1)調査対象地域 

A 市は中山間地域に大規模別荘地を抱える

自治体であり、ヒアリングから「呼び寄せ」

による転出が多い可能性があることがわか

った。A市には、主に首都圏から中高齢者が

多く流入しており 4、現在、A市高齢者の約 2

割が別荘地に居住している 5。 

(2)調査対象者 

 1997 年７月、東京都老人総合研究所によ

り「中高齢者の生活と健康に関する調査」が

実施された（以後、初回調査とする）。その

回答者 241 名を対象に、2002 年 7 月末日ま

での居住継続の有無と、居住を中止した場合

には、中止の理由（死亡あるいは転出）とそ

の時期を把握した。個人情報の入手に先立ち、

東京大学医学部／大学院医学系研究科倫理

委員会で審査を受け、承認を得た。また、A

市個人情報審議会の審査をうけ、承認を得た。 

(3)分析項目 

転出に関連する要因として、1997 年の調

査時に測定した各項目を用いた。具体的には、

抑うつ度、主観的幸福感、日常生活動作能力、

保健行動、社会活動性、社会的支援、社会的

ネットワーク、市内の高齢者向けサービスへ

の認知度、地域環境評価尺度（住居環境、自

然環境、安全性、利便性および地域住民の 5



 

 

側面計 30 項目）、定住希望度、家族構成、婚

姻状況、学歴、性、年齢、他である。 

(4)分析方法 

 転出を従属変数とし、初回調査における各

調 査 項 目 を 独 立 変 数 と す る 生 存 分 析

（Kaplan-Meier 法）から追跡期間中の転出

に関連する要因を把握した。追跡期間中の死

亡は打ち切りケースとした。死亡や転出まで

の期間は月数で把握した。転出との間に 10％

未満の水準で関連の傾向がみられた変数と

性・年齢を独立変数として一括投入する生存

分析（Cox 比例ハザードモデル）を行った。

有意水準は p<.05 とした。 

３）A 市におけるインタビュー調査 

 A 市を対象に、高齢住民、A 市から「呼び

寄せ」を理由に転出した元高齢住民を対象に、

グループ・個人インタビューを実施し、「呼

び寄せ」に至る要因を把握した。 

(1)インタビュー協力者 

A 市内の別荘分譲地（以下、別荘地）から、

人口規模や定住者割合の異なる計６か所を

選定し、各自治会から協力の了承を得た。応

募法により、各別荘地につき 50～80 歳代の 1

名～11 名の協力を得た。さらに機縁法で、Ａ

市から首都圏の子ども宅近くに転出した２

名からも協力を得た。協力者には調査趣旨お

よび協力の自由と個人情報保護方針を文書

と口頭で説明し、文書により同意を得た。研

究に先立ち東京大学医学部／大学院医学系

研究科倫理委員会で審査を受け、承認を得た。 

(2)インタビュー方法と内容 

グループインタビューは集会所にて 8～10

人で約 60～120 分実施した。個人インタビュ

ーは、集会所、喫茶室で実施した。その際プ

ライバシーが保たれるように配慮した。 

インタビュー内容は、「現在生活をしてい

て不便を感じること」「将来居住し続けるた

めに重要なこと」「居住し続けるのが困難な

理由」を尋ねた。元住民の方には「別荘地か

ら転出したきっかけ」「転出までの経緯」「転

出した感想」「別荘地での生活と比較した現

在の生活」を尋ねた。 

(3)分析方法 

 インタビュー内容はいずれも協力者の許

可を得て録音し、逐語録を作成した。逐語録

から、類似する言説をまとめてカテゴリとし、

それぞれの内容を表すと考えられるカテゴ

リ名を付けた。カテゴリ間の関係性について、

「呼び寄せ」に至る要因とそれを左右する条

件となる要因についてデータに基づき比較

検討した。 

 

４．研究成果 
１）文献レビュー 

(1)「呼び寄せ」に至る要因については、日

本では、実証研究はほとんどみられず、地域

特性として人口密度増加率の高さが報告さ

れる 6のみだった。一方、英文献では、「呼び

寄せ（second move）」の関連要因についての

縦断的研究で、手段的日常生活動作能力の低

下や配偶者との死別、住宅非所有、前住地に

おける居住期間の短さが指摘されていた 7。

ただし、受け入れ側である子の特性は考慮さ

れていなかった。 

(2)「呼び寄せ」後のニーズ 

和文献では、「呼び寄せ老人」の転居後の

適応やその関連要因に関するいくつかの研

究がみられ、転居後の 生活様式とともに、

転居前の準備が関連することが指摘されて

いた 8-10。しかしいずれも転居後の思い起こし

による横断研究であり、また、一般化可能性

には限界がみられた。家族への支援の重要性

が指摘されていたが、その負担に関する研究

は知る限りみられなかった。英文献では、「呼

び寄せ老人」の適応に関する研究は調べた限

りみられなかった。 

以上から、今後、高齢者と子の特性を考慮



 

 

した縦断的研究において予測要因を捉える

こと、高齢者と家族のニーズを一般化可能性

の高いサンプルを用いて把握すること、適応

の関連要因を転居後および転居前要因から

把握すべきことが示唆された。 

２）追跡調査データによる転出の関連要因 

分析対象者の 1997 年時点の特性は、平均

年齢 72.2 歳、男性が 49.8％、夫婦のみ世帯

が 61.4％、平均居住年数は 12.0年であった。

5 年以内の転出は 35 ケース（14.5％）、死亡

は 27 ケース（11.2％）であった。 

5 年以内の転出を従属変数とする生存分析

（Cox 比例ハザードモデル）を行い、有意な

関連が見られた変数を表 2 に示した。「男性」

「同居子あり」「気候が温暖と感じる」ほど

転出のリスクが低く、「高学歴」「別居子から

の支援が多い」「見晴らしが良好な住まい」

「定住希望が低い」ほどリスクが高かった。 

本研究では、「転出」を呼び寄せに限定で

きなかったが、「呼び寄せ」が多いといわれ

る地域での転出の関連要因として、子との

同居や別居子との関係性および地域との関

わりが重要である可能性が示唆された。 

表 2 5 年以内の転出の関連要因注) 

独立変数 オッズ比 p 値 

性 (男性) 0.17 <.001 

学歴 (1-4) 1.91 .005 

同居子 (あり) 0.17 .024 

別居子支援 (0-5) 1.33 .014 

見晴らし(良好) 4.40 .014 

気候（温暖） 0.27 .010 

定住希望度 (1-4) 0.55 .016 

注）Cox 比例ハザードモデルによる。 

 

３）転出に至るまでのプロセス 

まず「きっかけ」として、「虚弱・高齢化」

と「独居」が挙げられた。これらを契機とし

て、「自立できないことへの不安」「孤独死忌

避感」「迷惑をかけたくない思い」「漠然とし

た将来への不安」という「困難感」から、「転

出」に至るというプロセスがみられた。これ

らを左右する要因として、「居住継続に関わ

る環境要因」「子どもとの関係」「転出先の確

保」が挙げられた。「生活利便性」「共助の仕

組み」「緊急時早期発見体制」「より高齢な近

隣住民の生活ぶり」「段差などの物理的バリ

ア」などの環境要因により「困難感」や「転

出」が左右されていた。 

 「子どもとの関係」も同様に、「同居子の

有無」「別居子からの支援」「別居子の意向」

「子の世話になりたい思い」の違いにより、

「きっかけ」を抱えた際の「困難感」や「転

出」を左右していた。 

 ただし転出を進める条件がそろった場合

にも、「転出先の確保」ができなければ、転

出を希望してもできないことも挙げられた。 

４）「呼び寄せ」後の感想と現在の生活 

 元住民の２名は、いずれも娘宅の近くに夫

婦のみで近居するケースであり、それぞれ半

年前、２年半前に別荘地から転出していた。

「呼び寄せ」後の生活上の課題として、社会

活動性の低下および孤独感が挙げられた。 

しかし、娘宅近くへの転出について、「正し

い判断」との認識を持っており、将来や急病

時に対する不安の解消が語られていた。 

５）今後の課題 

 本研究では、「呼び寄せ」に至る要因につ

いて、「呼び寄せ」による転出が多いといわ

れる地域での縦断的研究と、（現・元）居住

者へのインタビュー調査から明らかにした。

「呼び寄せ」後のニーズ把握については、予

備的な知見に留まり、今後、より一般化可能

性の高い標本における「呼び寄せ」の関連要

因についての追試と、「呼び寄せ」後の高齢

者と家族の支援ニーズの定量的把握が重要

と考えられる。 
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